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 猿
ま
わ
し
に 

魅
せ
ら
れ
て
↓  

       

  

        

協
議
員
会
は
今 

７
・
８
月
の
定
例
協
議
員
会
で
の

報
告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。 

① 

界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
の
ふ

り
返
り
。
来
年
か
ら
神
社
境
内
で

の
電
気
配
線
作
業
を
簡
略
化 

② 

秋
祭
り
に
つ
い
て
、
実
行
委
員

会
組
織
を
検
討
。
青
年
団
か
ら
の

木
方
・
棒
端
の
法
被
新
調
の
要
望

を
了
解
。
三
段
布
団
の
生
地
と
天

幕
の
新
調
を
確
認 

③ 

敬
老
会
の
催
事
は
今
年
も
区
内

七
四
歳
以
上
の
対
象
者
１
２
３

名
に
お
祝
い
金
配
付 

④ 

協
議
員
の
選
出
方
法 

 

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
を
検
討 

 

福
崎
町
子
ど
も
会 

球
技
大
会 

▽
７
月
７
日
（
土
） 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
優
勝 

一
回
戦 

○ 

６ 

― 

３ 

高
岡 

二
回
戦 

○ 

２ 

― 

２ 

山
崎 

 
三
回
戦 
○ 

２ 

― 

２ 

福
田 

（
二
・
三
回
戦
は
抽
選
勝
ち
） 

決
勝
戦 

○ 
９ 
― 

３ 

庄 

辻
川
初
優
勝
！ 
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

元
気
の
勝
利
、
お
め
で
と
う
。 

 

な
お
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
田

原
地
区
準
優
勝
で
町
大
会
へ
駒
を

進
め
た
が
、
残
念
な
が
ら
初
戦
で
準

優
勝
し
た
福
田
に
敗
れ
た
。
で
も
、

と
も
に
よ
く
頑
張
っ
た
。
拍
手
！ 

 
 神

崎
郡
子
ど
も
会 

球
技
大
会 

▽
７
月
２
８
日
（
土
） 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
優
勝 

二
回
戦 

○ 

７ 

― 

１ 

吉
富(

神
河) 

決
勝
戦 

○ 

２ 

― 

１ 

庄 

現
神
崎
郡
に
な
っ
て
７
回
目
の
大

会
。
辻
川
チ
ー
ム
が
ま
た
新
た
な
歴

史
を
つ
く
っ
た
。
ヤ
ッ
タ
ネ
！ 

お
知
ら
せ 

■
今
年
度
第
１
回
辻
川
界
隈
検
討 

委
員
会
（
６
月
２
１
日
）
か
ら 

今
年
度
の
「
地
域
の
夢
推
進
事
業
」

と
し
て
、
①
三
木
家
住
宅
仮
囲
い
に

松
岡
映
丘
の
屏
風
絵
と
そ
の
説
明

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ 

②
記
念
館
周
辺

の
美
装
舗
装
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
確

保
等 

を
実
施
予
定 

■
鬼
太
鼓
、
今
夏
も
青
葉
台
へ 

 

８
月
１
８
日
、
辻
川
鬼
太
鼓
が
青

葉
台
（
須
加
院
）
の
夏
ま
つ
り
へ
。

鬼
太
鼓
２
７
年
の
歴
史
は
地
域
の

支
援
と
世
話
役
の
奮
闘
と
世
代
を

超
え
た
交
流
が
つ
く
る
。 

 

祭
礼
行
事
の
報
告  

[

十
二
隣
保] 

◆
７
月
８
日
（
日
）
夏
え
び
す 

◆
７
月
１
５
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

両
日
と
も
梅
雨
の
晴
れ
間
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
夏
惠
美
酒
は
辻
川
の

祭
り
で
す
が
、
夏
祭
〔
夏
越
祭
〕
は

辻
川
と
井
ノ
口
で
祀
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
明
治
七
年
に
鈴
の
森
神
社

が
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
後
の
こ
と

の
よ
う
で
す
。
秋
の
例
祭
（
秋
祭
）

も
同
じ
で
す
。
井
ノ
口
の
役
員
さ
ん

五
名
を
含
む
二
〇
余
名
の
参
加
の

下
、
祭
祀
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

《 

当
面
の
予
定 

》 

９
月
２
３
日 

道
普
請
（
少
雨
決
行
） 

１
０
月
６
・
７
日 

秋
祭
り 

 
 

 
 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

１
２
月 
各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

       

事
業
報
告 

◆
７
月
７
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

７
～
８
月
の
行
事
・
事
業
確
認 

② 

辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ

の
詳
細
説
明
・
依
頼 

③ 

山
口
堂
の
「
予
定
価
格
」
と
「
入

札
価
格
」
に
つ
い
て 

 

◆
７
月
１
４
日
（
土
） 

山
口
堂
建
立
・
竣
工
式 

四
〇
数
名
の
参
列
の
下
、
妙
徳

山
悟
真
院
様
に
よ
り
開
眼
法
要
が

執
り
行
わ
れ
、
山
口
堂
と
大
日
堂

が
完
成
し
た
。
山
口
堂
は
９
２
年

ぶ
り
、
大
日
堂
は
６
１
年
ぶ
り
に

元
通
り
の
様
式
で
新
築
さ
れ
た
。

山
口
堂
建
設
委
員
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
建
設
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
。
な
お

後
日
、
竣
工
記
念
タ
オ
ル
が
全
戸

に
配
付
さ
れ
た
。 

◆
７
月
２
２
日
（
日
） 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

四
〇
名
弱
（
内
小
学
生
八
名
）
の

参
加
者
が
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
「
桃
香

の
自
由
帳
」
を
鑑
賞
し
、
教
育
委
員

会
と
田
原
小
の
先
生
の
お
話
に
耳

を
傾
け
た
。
子
育
て
の
環
境
に
は
地

域
の
つ
な
が
り
と
起
点
と
な
る
母

（
父
）
親
の
「
あ
り
方
」
や
姿
勢
が

重
要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。
と

こ
ろ
で
福
崎
町
で
は
今
や
小
学
生

の
１
６
％
が
携
帯
電
話
を
所
持
し

て
い
る
と
か
…
大
丈
夫
？ 

◆
７
月
２
９
日
～
８
月
５
日 

辻
川
界
隈
展 

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
灯
籠
飾
り
。

今
年
は
さ
ら
に
５
０
個
増
え
、
計
１

５
１
個
の
灯
籠
が
参
道
を
飾
っ
た
。

増
え
た
分
は
福
寿
園
入
口
か
ら
神

社
境
内
石
段
ま
で
の
約
１
０
０
ｍ

を
灯
し
た
。
今
年
の
灯
籠
制
作
（
１

０
０
個
）
に
は
五
隣
保
の
松
岡
義
隆

さ
ん
、
上
延
英
一
さ
ん
、
六
隣
保
の

多
田
和
政
さ
ん
の
協
力
を
得
た
。 

 

今
回
の
特 

徴
は
旧
道
筋 

の
「
辻
川
の 

む
か
し
写
真 

展
」。
堰
溝 

（
ゆ
み
ぞ
）

交 

差
地
点
か
ら 

「
も
ち
む
ぎ 

の
や
か
た
」
南
ま
で
、
そ
し
て
参
道 

入
口
の
５
箇
所
に
３
６
枚
の
昔
懐

か
し
い
写
真
が
展
示
さ
れ
た
。 

◆
８
月
４
日
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

今
年
は
午
後
に
柳
田
國
男
没
後

五
〇
年
記
念
「
第
３
３
回
山
桃
忌
」

が
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
「
夕
べ
」
に
足
を
伸
ば
さ
れ
た

方
が
目
立
っ
た
。
新
聞
折
込
に
も
あ

っ
た
よ
う
に
こ
の
時
期
に
は
辻
川

界
隈
で
協
賛
の
イ
ベ
ン
ト
が
並
ぶ
。

い
つ
も
思
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
を

有
機
的
に
結
び
つ
け
る
臨
時
の
案

内
所
が
辻
川
界
隈
駐
車
場
に
で
き

な
い
も
の
か
。
お
盆
前
の
一
年
で
最

も
暑
い
こ
の
時
期
だ
が
、
辻
川
の
元

気
を
発
信
す
る
拠
点
が
欲
し
い
。 

         

さ
て
、
今
年
も
大
盛
況
だ
っ
た

「
夕
べ
」
。
猿
使
い
に
な
っ
て
４
年

目
の
柴
田
さ
ん
は
何
よ
り
も
猿
と

の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
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山
口
堂
の
建
替
工
事 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

こ
の
度
、
念
願
で
あ
っ
た
山
口
堂
の
立
替
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。 

工
事
の
際
に
、
こ
の
山
口
堂
は
薬
師
如
来
を
御
本

尊
と
し
寛
延
３
年
（
１
７
５
０
年
）
、
今
か
ら
約
２

６
２
年
前
に
創
建
さ 

れ
た
こ
と
が
残
っ
て 

い
た
瓦
の
へ
ら
書
き 

(

下
写
真)

に
よ
っ
て
わ 

か
り
ま
し
た
。
そ 

の
後
、
大
正
９
年 

（
１
９
２
０
年
） 

に
建
替
え
の
記
録 

が
残
っ
て
い
ま
す
。
大
正
９
年
と
い
え
ば
、
鈴
の
森

神
社
の
今
の
拝
殿
が
建
て
ら
れ
た
年
で
す
。
当
時
の

住
民
の
地
元
を
想
う
強
い
心
を
結
集
し
て
、
取
り
組

ん
だ
大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が 

 
  

出
来
ま
す
。
先
人
ら
が
住
民
の
無
病
息
災
を 

願
っ
て
建
て
た
山
口
堂
を
通
じ
て
、 

そ
の
想
い
を
い
つ
ま
で
も
後
世
に 

繋
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

     

町大会・郡大会で優勝！ 子ども会ソフトボール 

 

 

 

町
大
会 

郡
大
会 

寛延庚午(かのえ 

うま）の刻印 

 

原助三郎作の擬宝珠 

 

http://www10.plala/


と
言
う
。
そ
の
秘
訣
は
「
約
束
を
守

る
」
こ
と
ら
し
い
。
「
夕
べ
」
を
通

し
て
の
交
流
こ
そ
、
信
頼
の
輪
を
広

げ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
秘
訣
。

久
し
ぶ
り
の
顔
に
出
会
え
た
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、「
夕
べ
」 

 
を
継
続
す
る 

に
は
エ
ネ
ル 

ギ
ー
が
要
る
。 

 

                                

◆
８
月
１
８
日
（
土
） 

第
３
１
回 

自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

一
回
戦 

● 

３ 

― 

８ 

福
田 

 

奇
し
く
も
初
戦
か
ら
子
ど
も
会

町
大
会
の
再
現
に
。
「
初
戦
か
ら
優

勝
候
補
の
つ
ぶ
し
合
い
か
」
と
は
バ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
声
。
雪
辱
を
期
す

福
田
に
残
念
な
が
ら
寄
り
切
ら
れ

た
が
「
来
年
は
リ
ベ
ン
ジ
」
と
駒
田

監
督
の
鼻 

息
は
荒
い
。 

          

☆ 

秋
季
例
大
祭
日
程 

 

６
日 

宵
宮 

７
日 

本
宮 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 

乗
り
子
練
習
開
始
：
９
月
１
日 

 
 

屋
台
蔵
で
の
練
習
：
９
月
２
４
日
～ 

☆ 

熊
野
神
社
宮
入
等
の
予
定 

 
 

宮
入
前
木
方
会
議 

午
後
１
時 

 
 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 

 

〔
正
午
～
午
後
６
時
：
田
尻
交
差
点 

 
 

～
辻
川
交
差
点
車
両
全
面
通
行
止
〕 

        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
 
 

郡
役
所
時
代 

<

そ
の
１>

 

〔
明
治
一
九
年
頃
～
昭
和
前
期
〕 

 

「
僅(

わ
ず)

か
八
十
戸
か
百
戸
（
注
１
）

足
ら
ず
の
部
落
で
あ
っ
た
辻
川
で

も
、
時
代
の
影
響
を
う
け
て
、
私
ら

の
目
前
で
変
わ
っ
て
行
く
の
が
よ

く
判
っ
た
。
い
ち
ば
ん
大
き
な
力
と

な
っ
た
の
は
郡
役
所
で
あ
る
。
」（
柳

田
國
男
『
故
郷
七
十
年
』
よ
り
） 

 
 

神
崎
郡
役
所
は
明
治
一
九
年
に

神
東
・
神
西
郡
役
所
と
し
て
建
て
ら

れ
た
。
柳
田
が
十
一
歳
、
ち
ょ
う
ど

約
１
年
間
三
木
家
に
預
け
ら
れ
て

い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

明
治
二
九
年
に
神
崎
郡
役
所
（
注
２
）

と
改
称
し
て
い
る
。 

 

明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に

よ
り
誕
生
し
た
田
原
村
の
役
場
は

図
１
で
は
郡
役
所
の
東
（
現
一
隣
保

付
近
）
に
見
え
る
。
図
２
（
大
正
時

代
～
昭
和
初
期
）
で
は
現
角
屋
さ
ん

の
北
（
八
隣
保
と
十
隣
保
の
境
界
あ

た
り
）
へ
移
転
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
（
注
３
）

。
ま
た
、
図
１
で
郡
役
所
の

西
に
あ
る
登
記
所
は
図
２
で
は
裁

判
所
（
注
４
）

に
な
っ
て
い
る
。 

Ｊ
Ｒ
播
但
線
は
「
播
但
鉄
道
」
と

し
て
明
治
二
五
年
に
福
崎
ま
で
開

通
し
、
明
治
二
八
年
に
は
生
野
―
飾

磨
間
が
開
通
し
た
。
明
治
三
九
年
に

は
和
田
山
ま
で
全
通
し
、
国
有
化
さ

れ
「
国
鉄
播
但
線
」
に
な
っ
た
。 

 

郡
役
所
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

辻
川
の
道
や
街
は
大
き
く
様
変
わ

り
す
る
。
何
と
言
っ
て
も
現
八
隣
保

か
ら
十
二
・
十
三
隣
保
を
通
り
西
野

へ
の
直
線
道
路
が
つ
い
た
こ
と
が

大
き
い
。
そ
の
道
路
沿
い
に
街
が
広

が
っ
て
い
く
様
子
が
図
１
と
図
２

を
見
比
べ
る
と
よ
く
わ
か
る
（
但
し
、

福
崎
駅
前
の
新
道
と
そ
の
繁
栄
振

り
の
方
が
際
立
つ
が
）
。
馬
車
や
荷

車
に
よ
る
物
流
と
行
政
・
管
理
機
構

の
拠
点
で
あ
っ
た
辻
川
と
、
鉄
道
に

よ
り
発
展
す
る
福
崎
駅
前
を
つ
な

ぐ
神
崎
橋
が
完
成
し
た
の
は
明
治

三
〇
年
前
後
だ
ろ
う
か
。 

つ
づ
く 

 

（
注
１
）

辻
川
の
全
戸
数
は
弘
化
四
年
（
１

８
４
７
年
）
に
約
六
〇
戸
、
大
正
十

年
（
１
９
２
１
年
）
に
は
約
九
〇
戸

と
い
う
記
載
も
あ
る
（
福
崎
町
史
第

一
巻
）。
こ
の
数
字
は
ほ
ぼ
図
１
か
ら

図
２
へ
の
変
化
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
元
文
二
年
（
１
７
３
７

年
）
に
は
三
三
戸
（
町
史
第
二
巻
）

だ
っ
た
そ
う
だ
。 

（
注
２
）

少
な
く
と
も
昭
和
一
七
年
の
神 

崎
郡
誌
発
行
時
か
ら
三
一
年
の
福
崎 

                       

町
合
併
当
時
ま
で
は
神
崎
郡
団
体
事

務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
築

後
永
ら
く
２
隣
保
の
地
に
あ
っ
た
が
、

昭
和
五
七
年
に
辻
川
山
裾
に
移
築
復

元
さ
れ
、
町
立
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資

料
館
と
な
っ
た
。
昭
和
六
二
年
に
県

指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。 

（
注
３
）

田
原
村
役
場
は
さ
ら
に
昭
和
二

十
年
代
に
は
現
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
福
崎
東

支
店
あ
た
り
に
移
転
す
る
。 

（
注
４
）

明
治
二
〇
年
、
郡
役
所
内
に
神
戸

始
審
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
西
田
原

登
記
所
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
に
は
姫

路
治
安
裁
判
所
西
田
原
出
張
所
と
改

正
、
明
治
二
二
年
に
図
１
の
地
に
移

転
し
、
さ
ら
に
明
治
二
三
年
に
は
姫

路
区
裁
判
所
田
原
出
張
所
と
改
称
し 

神
戸
地
方
裁
判
所
の
管
轄
に
属
し
て 

い
る
（
神
崎
郡
誌
よ
り
）
。
登
記
所
と 

                       

裁
判
所
の
機
能
は
ど
う
や
ら
一
体
の

よ
う
で
あ
る
。
三
隣
保
に
あ
っ
た
旧

法
務
局
登
記
所
は
こ
の
裁
判
所
を
改

築
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

〈
参
考
文
献
・出
典
〉 

・
福
崎
町
史 

第
二
巻
・
第
四
巻 

・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展 

福
崎
町
の
文
化
財(

平
成
一
六
年) 

福
崎
記
（
平
成
一
八
年
度
） 

福
崎
の
道
（
平
成
一
九
年
度
） 

 

・
柳
田
國
男
著
「
故
郷
七
十
年
」 

・
神
崎
郡
誌
（
昭
和
一
七
年
発
行
）
他 

 

編
集
後
記 

 

今
号
の
「
辻
川
の
道
」
は
、
西
所
に

新
道
が
で
き
て
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
、

旧
道
沿
い
が
最
も
賑
や
か
だ
っ
た
頃
の

５
０
年
間
の
変
遷
で
す
。
内
容
が
多
い

の
で
次
号
へ
続
き
ま
す
。 

〔
田
﨑
〕 

 

★ 

屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

 

敷設中の播但鉄道 田原村と福崎村の境界 

渡し舟 

郡役所 辻川山 

妙徳山 

昌文小学校 
岩尾社 

熊野社 

登記所 

渡し舟 

市
川 図１ 明治 24(1891)年 発行 

電信柱 
郵便局 

田原村役場 

駐在所 

税分署 

県立福崎高等女学校 渡し舟 

播但線福崎駅 
辻川山(宮山) 

辻川郵便局 

郡役所 

振武館 田原村役場 

神崎橋 

田原尋常高等小学校 

図２ 大正期の辻川とその周辺（1926 年発行） 

裁判所 

辻
川
の
道 

３ 
     

 本
殿   《東側》 

《西側》 

 拝 殿 
  １．田尻 

２．大門 

４．北野               ３．辻川 

６．井ノ口              ５．西光寺 

８．加治谷        ７．中島 

１０．長目          ９．西野 

１２．吉田       １１．八反田 

（辻川の休憩場所は屋台の東） １３．亀坪 

 舞 台 
 

＜気象の記録＞ ① 7 月 3 日、梅雨前線

の活動が活発化し、午前 7半頃までの 1時

間雨量が福崎で 46.5mm となった。これは

1976 年観測開始以来、7 月の福崎の最多

記録である（7/4 神戸新聞）。 

② 今夏、県内最高気温は7月31日、福崎

町での 37.8℃であった（8/23 神戸新聞）。 

☆ 

神
輿
渡
御
日
程 

（
御
輿
が
お
旅
所
へ
） 

７
日 

9
:3
0 

祭
典
斎
行 

1
0
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0
 

熊
野
神
社
発 

1
0
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0
 

岩
尾
神
社
着 

1
1
:4
0
 

岩
尾
神
社
発 

1
2
:0
0
 

熊
野
神
社
着 

新乗子 9名 

猿
ま
わ
し
に 

魅
せ
ら
れ
て
↓ 

キッズダンス（山田文庫） ↑ 


